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５
８
８
年
（
崇す

し
ゅ
ん峻

元
年
）、
日
本
で
最
初
の
本

格
的
寺
院
で
あ
る
飛
鳥
寺
が
造
ら
れ
は
じ
め
ま

す
。
こ
の
造
営
に
あ
わ
せ
て
百く
だ
ら済
か
ら
僧
や
寺

工
、
鑪ろ
ば
ん盤
博
士
、
画
え
の
た
く
み工
と
と
も
に
瓦
博
士
が
来

日
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
技

術
と
知
識
に
よ
っ
て
飛
鳥
寺
は
建
こ
ん
り
ゅ
う立
さ
れ
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
飛
鳥
寺
は
百
済
や
高こ
う
く
り

句
麗

な
ど
の
海
外
様
式
に
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
屋

根
に
葺
か
れ
た
瓦
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

飛
鳥
寺
の
創
建
瓦
に
は
、
瓦が
と
う当
文
様
と
製
作

技
術
の
特
徴
か
ら
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

さ
れ
ま
す
。“
花
組
”
と
“
星
組
”
と
呼
ん
で
い

る
２
グ
ル
ー
プ
と
同
様
の
文
様
と
技
術
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
瓦
が
百
済
の
扶ぷ

よ余
地
域
で
出
土
し

ま
し
た
。
文
献
史
料
が
記
す
よ
う
に
百
済
か
ら

き
た
瓦
博
士
た
ち
が
飛
鳥
寺
の
瓦
生
産
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
飛
鳥
寺
造
営
以

後
、“
花
組
”
と
“
星
組
”
は
、豊
浦
寺
や
坂
田
寺
、

斑い
か
る
が鳩
寺
、
四
天
王
寺
な
ど
の
瓦
に
受
け
継
が
れ

て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
は
瓦
の
文
様
と
製
作
技
術

に
着
目
し
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
っ
た
の
で
す
。
日
本
の
瓦
の
源
流
は
ま
さ
に

飛
鳥
寺
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

（
明
日
香
村
文
化
財
課
）

長
谷
川　

透

　
　
瓦
の
は
じ
ま
り
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日本人の心のふるさと　〜その保存と未来のために〜

畝傍山、二上山を望む（八釣）

夕暮れ田々（小原） 写真／加藤秀行

花組

星組

大
原
の
　
こ
の
い
ち
柴し
ば

の
　
い
つ
し
か
と

　
　
　
　
わ
が
思
ふ
妹
に
　
今
宵
会
へ
る
か
も

　
大
原
の
里
の
盛
ん
に
繁
る
※
い
ち
柴
の

よ
う
に
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
逢
え
る
の
だ

ろ
う
・
・
・
と
心
が
逸は
や

る

　
い
つ
も
い
つ
も
思
っ
て
い
た
あ
な
た
に
、

今
晩
や
っ
と
逢
う
こ
と
が
で
き
た
よ
。

※
「
い
ち
柴
」…「
い
ち
」は「
い
つ
」と
同
じ
く
勢
い
が
盛
ん
な
こ
と
を
表
す

志し
き
の
み
こ

貴
皇
子
（
巻
四
―
五
一
三
）

※�

大
原
の
里
は
現
在
の
明
日
香
村
小お

原は
ら
。
こ
の

地
は
藤
原
鎌
足
の
生
誕
の
地
と
い
わ
れ
、
大

原
神
社
の
近
く
の
丸
井
戸
は
「
産
湯
の
井
」

と
呼
ば
れ
、
鎌
足
が
産
湯
を
さ
ず
か
っ
た
井

戸
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
に

は
八や

釣つ
り
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
す
る
恋
人
に
逢
え
た
喜
び
を
歌
っ
て
い

ま
す
。「
こ
の
い
ち
柴
の
」
は
「
い
つ
し
か
」

を
引
き
出
す
た
め
の
序
で
す
が
、
同
音
を
繰

り
返
す
こ
と
で
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
心
の
喜

び
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
し
て
い
ま
す
。
今
で

い
う
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
「
韻
を
踏
む
」
と

い
う
音
楽
的
な
効
果
で
し
ょ
う
か
。

　
志
貴
皇
子
は
天て
ん

智ち

天
皇
の
四
人
の
息
子
の

一
人
で
す
が
、
政
治
と
の
関
与
を
持
た
な
い

自
由
人
と
し
て
、　
万
葉
集
に
多
く
の
歌
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
の
子
は
光こ
う
に
ん仁
天
皇
と
な
り
、

そ
の
子
孫
が
平
安
時
代
以
降
の
天
皇
と
し
て

永
く
繁
栄
す
る
の
で
す
。

※�

2
月
1
日
現
在
の
情
報
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
際
は
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い		



お
問
合
せ
先

●
飛
鳥
総
合
案
内
所
「
飛
鳥
び
と
の
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
６
２
４

●
飛
鳥
京
観
光
協
会　
　
　

☎
０
７
４
４（
54
）２
３
６
２

●�

あ
す
か
塾
・
現
地
研
修
会
の
お
問
い
合
せ
は
「
飛
鳥
の

宿　
祝
戸
荘
」
ま
で　
　

☎
０
７
４
４（
54
）３
５
５
１

３
月
下
旬
～

４
月
上
旬

楽

石
舞
台
古
墳

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月

1
日

楽

盟
神
探
湯
神
事

【
甘
樫
坐
神
社
】

7
～
9
日

楽

春
の
神
武
祭

8
日

楽

飛
鳥
寺　
花
会
式

15
日

学

第
２
７
１
回
あ
す
か
塾

中
旬
～

5
月
初
旬

楽

岡
寺　
石
楠
花
ま
つ
り

５
月

31
日
ま
で

楽

い
ち
ご
狩
り（
事
前
申
込
必
要
）

☎
０
７
４
４（
54
）１
１
１
５

3
～
5
日

楽

里
山
あ
そ
び
広
場

２
０
１
７
春

【
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
高
松

塚
周
辺
地
区
】

4
日

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

13
日

学

第
２
７
２
回
あ
す
か
塾

27
～
28
日

学

第
85
回
現
地
研
修
会

６
月
3
日

学

第
２
７
３
回
あ
す
か
塾

７
月
23
日

学

飛
鳥
学
講
演
会（
東
京
）

（
事
前
申
込
必
要
）

９
月
中
旬
頃

楽

彼
岸
花
祭
り

23
日

楽

飛
鳥
周
遊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

平
成
29
年
（
３
月
～
９
月
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

古き
もの
・

明日の
もの

2017年
春から
夏へ
No.４
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私たちは
古都飛鳥保存財団の活動を

応援しています　

　
明
日
香
村
阿あ

べ部
山や

ま

。
キ
ト
ラ
古
墳
で
有

名
な
こ
の
地
で
10
年
間
、
実
に
ユ
ニ
ー
ク

な
耕
作
農
地
改
革
を
行
な
っ
て
い
る
組
織

が
あ
る
。

　
『
営
農
キ
ト
ラ
』。「
集
落
の
放
棄
農
地
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う
意
志
の
も

と
、
大
和
当と

う
き帰
（
セ
リ
科
の
薬
草
）
を
中

心
に
、
現
在
22
名
で
活
動
し
て
い
る
。

　
高
級
品
種
「
大
和
当と

う
き帰

」
栽
培
の
手
間

に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
。
４
月
に

種
を
蒔
く
が
、

薬
草
に
は
消

毒
や
除
草
剤

は
タ
ブ
ー
な

為
、
想
像
以

上
の
雑
草
を

日
々
手
で
除

草
。
発
生
す

る
害
虫
も
手

　

発
見
か
ら
約
33
年
。「
キ
ト
ラ
古
墳
」（
７
世

紀
末
～
８
世
紀
初
め
）
と
檜ひ

の
く
ま
で
ら

隈
寺
跡
周
辺
を
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
に
整
備
し
、
そ
の
中
核
施
設

「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
体
験
館
『
四
神
の
館
』」
が

昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

建
物
は
地
上
一
階
、
地
下
一
階
建
て
で
、
地

下
の
展
示
室
で
は
原
寸
大
の
石
室
模
型
や
壁
画

発
見
か
ら
、
修
理
の
過
程
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
展
示
。
四
面
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
マ
ル
チ
高
精
細
映
像
で
は
壁
画
の
筆
跡

や
漆
喰
（
壁
・
天
井
に
使
用
さ
れ
る
塗
料
）
の

質
感
も
リ
ア
ル
で
圧
巻
だ
。
ま
さ
に
迫
っ
て
く

る
感
じ
。
又
、
世
界
最
古
と
さ
れ
る
朱
線
で
描

か
れ
た
４
つ
の
円
の
赤
道
や
星
を
金
箔
で
表
現

し
た
天
文
図
の
天
井
は
寝
転
が
っ
て
観
賞
し
た

い
ぐ
ら
い
の
ロ
マ
ン
と
迫
力
が
あ
る
。

　

お
ス
ス
メ
は
本
格
的
な
海

か
い
じ
ゅ
う獣

葡ぶ
ど
う萄

鏡き
ょ
うや

勾
玉

づ
く
り
等
が
体
験
で
き
る
同
施
設
の
「
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
下
記
に
詳
し
く
）

　

飛
鳥
管
理
セ
ン
タ
ー
の
高
橋　

敦
さ
ん
は
、

「
遊
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
巡
り
、
小
高
い
丘
で
お
弁

当
を
広
げ
た
り
、
展
望
台
で
、
橿
原
・
明
日
香

の
風
景
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
心
癒
さ
れ
る
時
を

感
じ
て
ほ
し
い
場
所
で
す
」
と
話
す
。

　

第
２
駐
車
場
に
車
を
停
め
、
歩
い
て
み
る
。

於お

み

あ

し

美
阿
志
神
社
の
鎮
守
の
杜も

り

（
檜
隈
寺
跡
）
を

出
発
し
、
公
園
を
見
渡
せ
る
山
際
の
道
を
ぶ
ら

ぶ
ら
…
…
北
の
展
望
台
で

は
、
畝う

ね
び傍

山
・
耳み

み
な
し成

山
（
大

和
三
山
）
を
遠
く
に
見
な
が

ら
、
飽
き
る
こ
と
の
な
い
悠

久
の
時
を
体
感
で
き
る
。
ま

だ
オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
。
赤

ち
ゃ
ん
の
苗
木
も
春
に
は
芽

吹
き
、
成
長
し
て
い
く
の
が

楽
し
み
な
公
園
一
帯
だ
。

　
私
は
昭
和
13
年
生
ま
れ
の
78
歳
。
飛
鳥

駅
前
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
の
一
環
で
、
飛
鳥
駅
前
で

育
て
た
大
根
を
漬
物
に
し
て
販
売
し
、
そ

の
収
益
を
花
の
種
や
苗
の
費
用
に
充
て
、

駅
前
を
美
し
く
す
る
・
・
・
そ
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

は
自
分
の
得
意
な
分
野
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
私
は
漬
物
作
り
を
伝
授
し
て
い
ま
す
。

～10年目を迎え、新しい境地にチャレンジ！～
　石舞台から南へ。棚田を眺めながら、たどり着くのは奥明日香
栢
かやのもり

森。古民家を改装したふるさとの食「奥明日香さらら」がある。
　セリ・ウド・イタドリ・ズイキ・・・等の山菜や芋から作る
こんにゃく、地元の豆腐屋さんの豆乳を使った神

かん

奈
な び

備豆腐を中
心に四季の恵みをアレンジしたさらら膳で有名だ。
今年、「奥明日香さらら」が10年目を迎える。
　店主の坂本　博子さん（64才）は、オープンから10年は頑張
ろう…と決意する。いよいよ退陣かな、と思っていた時に、お
客さんから「私の居場所をなくさないで」という一言が原動力
となり、一念発起。
　ずっと頭の中で気になっていた朽ちかけた離れ（母屋から離
れた建物）を改装する事に。なんと、推定築150年の離れは鉄
釘は一本も使わず竹釘で出来ていたという。そんな風情を残し
ながら、土足のまま入れるアトリエ兼ギャラリーを完成させた。
　今年は「さらら感謝祭」と称して、アットホームなバザール
を開催予定だ。老若男女が和気あいあいと集う「奥明日香さら
ら」だからこそできるユニークな企画を計画中。「音楽を楽し
みながら、マッサージをしたり、血圧を測ったり（笑）手作り
品を交換したり、ね」と次のステップに向けて、坂本さんのチャ
レンジは、限りなく続く。

で
除
き
、
食
品
デ
ン

プ
ン
を
利
用
し
て
殺

虫
す
る
。苦
労
の
末
、

一
年
か
け
て
育
て
た

苗
を
４
月
に
植
栽
。

そ
れ
か
ら
又
一
年
、

同
じ
事
を
繰
り
返
し
、
12
月
の
収
穫
時
に
は
、

一
本
ず
つ
、
小
枝
で
土
を
払
い
な
が
ら
、
根

が
折
れ
ぬ
よ
う
大
切
に
収
穫
。
土
つ
き

の
ま
ま
２
月
ま
で
乾
燥
さ
せ
た
ら
湯
も

み
し
、
形
を
整
え
て
乾
燥
し
、
４
月
に

出
荷
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
丸
２
年
を

要
す
る
手
の
か
か
り
よ
う
。

　
ト
ウ
キ
の
大
半
は
県
内
の
製
薬
卸
会

社
に
出
荷
さ
れ
る
が
、
化
粧
品
会
社
と

コ
ラ
ボ
し
、
大
和
ト
ウ
キ
、
オ
オ
バ
ク
、

ジ
オ
ウ
等
、
和
漢
植
物
が
た
っ
ぷ
り
配

合
さ
れ
た
ご
当
地
コ
ス
メ
「
な
ら
こ
す

め
」
が
好
評
だ
。

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

　
昨
冬
、
飛
鳥
駅
前

サ
ポ
ー
タ
ー
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ジ
ャ
ン
バ
ー

が
で
き
ま
し
た
。
作

業
や
イ
ベ
ン
ト
時

に
「
何
を
着
て
行
こ

う
？
」
と
悩
む
こ
と

な
く
、
こ
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
さ
え
一
枚
羽
織

れ
ば
外
出
、
即
、
Ｏ
Ｋ
！
オ
レ
ン
ジ
色
の

ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
は
心
も
元
気
に
し
て
く

れ
ま
す
。
ロ
ゴ
は
サ
ポ
ー
タ
ー
有
志
の
デ

ザ
イ
ン
で
す
。

　
現
在
は
30
代
か
ら
80
代
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
気

負
い
は
ゼ
ロ
で
す
。「
明
日
香
が
好
き
」
な

だ
け
が
取
り
柄
の
私
で
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
と
同
じ
空
間
に
居
る
だ
け
で
ほ
っ
～

と
幸
せ
な
時
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
募

集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
ペ
ー
ジ

の
マ
ッ
プ
下
『
古
都
飛
鳥
保

存
財
団
』
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
是
非
ご
一
緒
に

…
…
身
に（
魅
に
）な
る
事
、

間
違
い
な
し
で
す
。

　
編
集
後
記

～
遊
歩
道
を
ゆ
る
ゆ
る
巡
り
、

　「
四し

神じ
ん

の
館
」
で
壁
画
体
感

◆電話：０７４４（ ５４） ５００５　　◆住所：明日香村栢森137
◆時間：１１：００～１６：００　　　　
◆定休日：月～水曜、夏休み・冬休み、臨時休業あり

　
代
表
の
山
本
雅
義
さ
ん（
69
才
）は「
こ

れ
か
ら
も
大
和
ト
ウ
キ
を
中
心
に
遊
休
農

地
解
消
に
取
り
組
み
、
地
元
の
結
束
を
深

め
て
、
農
業
法
人
化
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　
昔
な
が
ら
の
手
法
や
知
恵
が
実
は
一
番

あ
た
ら
し
い
と
実
感
し
た
。

※�

「
な
ら
こ
す
め
」は
村
内「
飛
鳥
び
と
の
館
」

「
明
日
香
の
夢
市
」「
キ
ト
ラ
四
神
の
館
（
売

店
）」
に
て
販
売
し
て
い
ま
す

オールイン美容液（化粧水・乳液・
美容液）と保湿クリーム　各2,362円
和漢エキスたっぷりでお肌プルプル

土日祝日に予約なしで体験できる勾玉、バードコール、
ビーズクラフトの他に予約制の古代ガラスもあり

【お問合せ先】
キトラ古墳壁画体験館　四神の館
開館時間……9：30～17：00（季節により変更あり）
入場無料　休館日……年末年始（12月29日～1月3日）
電話番号　0744-54-5105
ＨＰ：https://www.asuka-park.go.jp/

「海獣葡萄鏡」
料金：1,500円

「ウッドバーニング」
料金：300円

 

戦
後
、
私
は
大
阪
で
育
ち
ま
し
た
。
米
が

な
か
な
か
口
に
入
ら
な
い
時
代
、
糠ぬ

か

も
貴

重
で
し
た
。
そ
の
当
時
、
大
根
は
農
家
さ

ん
か
ら
下し

た

肥ご

え
（
畑
の
肥
料
に
す
る
た
め

に
、
お
便
所
を
汲
み
取
っ
て
く
れ
る
）
の

お
礼
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
母

は
大
根
を
保
存
す
る
為
に
、
糠
を
買
っ
て

ま
で
大
根
の
糠
漬
け
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
・
・
・
。

今
で
は
見
様
見
真
似
で
漬
け
て
い
た
そ
の

味
を
再
現
す
る
た
め
に
、
き
ち
ん
と
分
量

も
割
り
出
し
ま
し
た
。
糠
・
塩
・
た
か
の
爪
、

そ
し
て
渋
柿
の
皮
な
ど
自
然
由
来
の
お
漬

物
で
す
。

　
最
初
は
「
売
れ
へ
ん
か
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」
と
不
安
で
し
た
が
、
毎
年
早
々
に

大
和
ト
ウ
キ
で
村
お
こ
し
「
営
農
キ
ト
ラ
」

地
道
に
こ
つ
こ
つ
と

キ
ト
ラ
古
墳
周
辺
地
区

大迫力で四神が迫る。動物の
頭と人間の体を持った十二支
も見ごたえ十分

小さなお子様に大人気

根で折れぬよう、小枝で土を
払う。慎重に丁寧に…

地産地消の「さらら膳」　￥1,800
予約制　お飲物・デザート付

お座敷とテーブル席がある。
居心地の良さを体験してみては？

私
と
飛
鳥

　
去
る
１
月
15
日
（
日
）「
第
６
回
凧
揚
げ

大
会
」
を
開
催
し
、
雪
が
ち
ら
つ
く
な
か

３
歳
か
ら
10
歳
の
児
童
と
保
護
者
ら
約
30

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
干
支
「
酉
」
を
テ
ー
マ
に
六

角
た
こ
を
制
作
。
ま
ず
、
鶏
、
ヒ
ヨ
コ
や

四
神
・
朱
雀
な
ど
思
い
思
い
の
鳥
を
色
と

り
ど
り
に
デ
ザ
イ
ン
。
そ
の
後
、
竹
ひ
ご

を
付
け
、
た
こ
糸
を
結
び
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
な
ど
保
護
者
や
飛
鳥
応
援
大
使
の
メ

ン
バ
ー
ら
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な
が
ら

約
２
時
間
か
け
て
、凧
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
石
舞
台

地
区
芝
生
広
場
に
移
動
し
、
凧
揚
げ
ス
タ
ー

ト
。
開
始
後
す
ぐ
に
木
に
凧
が
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
う
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

第
６
回
凧
揚
げ
大
会 

開
催

鳥
の
よ
う
に
空
高
く
！
　

羽
ば
た
く
凧

完
売
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
皆
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
る
の
で
お
値
段
も
う
ん
と
お
安
い
の
が

い
い
ん
で
し
ょ
う
か
（
笑
）

　

生
ま
れ
故
郷
の
奈
良
・
明
日
香
村
で
、

こ
の
年
に
な
っ
て
も
必
要
と
し
て
も
ら
え
る

喜
び
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
に
会
え
る
楽
し

み
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飛
鳥
駅
前
サ
ポ
ー
タ
ー　
中
原
正
子

※�

「
カ
リ
コ
リ

大
根
」
の

販
売
は
１

月
下
旬
～

売
り
切
れ

御
免
で
す

イ
ベ
ン
ト
報
告

カ
リ
コ
リ
大
根
の
生
み
の
親

新子  信子

みがけば
みがく程
鮮明に映る
神秘的な鏡


